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わかやまけん交通安全協会だより
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ちゅういくん人(責任者)
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重力
賣 自転車利用時のヘルメット着用と交通ルール遵守の徹底

賣 高齢者の交通事故防止

☆ 歩行者優先意識の徹底とサイン+サンクス運動の推進

☆ 飲酒運転の根絶
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県交通安全年間スローガン ー般の部 佳作 イヤホンで ふせいだ五感 命取り 子ども安全の日 毎月1日
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(2)第 85号 わかやまけん交通安全協会だより

Dカード

令不□8年 (2026年 )夏季号

′

Sロ カードを持つてしヽますか?
SDカ ードは、無事故・無違反証明書または

運転記録証明書の申請者で、1年以上事故・

違反等の記録のない方に発行しています。
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皆様方には、平素から交通安全活動に格別の御理解と

御協力をいただいておりますことに、厚く御礼中し上げ

ます。

さて、昨年 (令和 7年)の県内の交通情勢は、一昨年

(令和 6年)と 比較して、発生件数 (人身事故)。 死者数

はわずかに減少したものの、傷者数が増加する結果とな

りました.

交通事故の特徴として、死者の約 7割を高齢者が占め

ているほか、全体の交通事故件数に占める高齢者事故の

割合も増加しています。加えて、飲酒運転や自転車によ

る交通事故件数も前年比で増加しているなどが挙げられ

ますc

このような1青勢の 卜、安全で安心な交通ネ1会を実現す

るため、皆様には、特に、「歩行者の安全」と「自転車

の安全」に向けた収組に御協力をお願いします。

先ずは「歩行者の安全」についてですc例年、JAF(日

本自動車連盟)が全国で「信号機のない横断歩道を渡ろ

うとする歩行者がいる場合に中1が停 I卜する害ll合」を調査

しており、昨年本県は 41.5%と 、一昨年から若十 ll昇

したものの、全国平均 (56.7%)と 比べますと大きく |ヽ

回っており、他府県との意識の差はまだまだ大きいと感

じています。

警察では、令和 4年から県と連携して「サイン十サン

クス (歩行者が横断歩道を渡る際に手を上げる等して合

:メ」を行い、停止したドライバーに会釈等で感謝を伝える)

運動」を県内の小学校を中心に展開しています。

この運動は、小学生が大人になっても横断歩道で周囲

の安全を確認する意識が自然と身につくほか、将来 ドラ

イバーの立場となった際も、歩行者保護など安全運転の

意識を持ち続けることを期待するもので、今後も継続し

推進していきたいと考えていますが、まずは我々大人が

良い見本を不すことが何よりも肝要だと考えています。

次に「白il′ 車の安全」についてです。 |′ 1転車は、「|11で

も利用できる便利な乗り物です。その一方で、自転車利

用者の信号無視や一時不停止などの交通違反が事故に繋

がっている現状もあります。

また、既にご案内のとおり、令和 5年 4月 から全て

の自転車利用者に対し、ヘルメッ |ヽの着用が努力義務と

なっており、警察では、老若男女を問わず令ての|1転市

利用者へ、ヘルメット着用の促進を図っているところ

です。

交通安全は、警察の力だけで成し遂げることはでき

ません。

特に、交通安全意識は、県民の特様自身の心の中に

あります。

警察といたしましては、引き続き、安全で安心な交通

社会を実現するよう、これからも精一杯取り組んでまい

りますので、皆様におかれまして

も、御理解と御協力をどうか

よろしくお願いいたします。

L

海・川・池等から水の事故

(公財)不□歌山県水上安全協会

県交通安全年間スローガン 小学生以下の部 佳作 自転車で スマホをみるな 命とり 近畿交通安全デー 毎月15日

なくそう水の事故
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自動車安全運転センタニ和歌山県事務所
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令不□8年 (2026年 )夏季号 わかやまけん交通安全協会だより 第 85号 (3)

公安委員会から委嘱を受け、地域における交通安全モラルの向上と安全確保のため、

リーダーとして活躍していただいている方々を紹介します。    徹柵 )令禾□81現在
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県交通安全年間スローガン 中学生・高校生の部 佳作  そ こ の 君  ヘ ル メ ッ ト姿  す て き だ よ   交通事故ゼロの日 毎月25日

増出世

J膠

地燿交遍鐵全濾動饉進委量の皆書ん奄紆介しますI警

橋本地区

有田場浅地区



ア 交通安全運動期間中における広報啓発
●春の全国交通安全運動   (4月 6日～ 4月 15日 )

●ゎかやま夏の交通安全運動 (7月 11日
～フ月 20日 )

●秋の全国交通安全運動   (9月 21日 ～ 9月 30日 )
●ゎかやま冬の交通安全運動 (12月 1日

～ 12月 10日 )

イ 効果的な広報啓発
●運動期間中や交通事故多発時など交通情勢

に応じた夕

イムリーな広報

●新聞・ラジオ・テレビなどマスメディア
の活用

●チラン配布・ポスター貼付

●フェィスブッフ・インスタグラム等 SNSの活用

●協会が運営する自動車学校 (4枝)を活用し
た安全運転等の啓発

●体験型教育施設としての交通安全
イ本弓貪ギヤラリーの積極的な活用

ウ ドライバーに対するマナーアツプ対策の推進
工 自転車利用者に対するマナーアツプ対策の推進

ァ 県表彰 (県畜察本部長・交通安全協会長名)の実施
イ 支部表彰 信 察署長・支部長名)の実施
ゥ 近畿交通安全協会協議会表彰 (近畿管区警察局長

・協

議会長名)の伝達

工 全国表彰 (緑十字金、銀、銅章)式への出席及び伝連

ア 広報言志「交通わかやま」の発行
協会の活動、交通情報、事業内容等を掲載

四季{新年'春季
.夏季・秋季)ごとに発行、県下全域に配布 (回覧)

イ 協会ホームページによる啓発
タイムリーな情報の発信

交通安全教材等の短期貸出しの案内

ゥ フェィスブック・インスタグラム等の SNSを活用し、情
報発信を行う

費宝運転等講習事業

ァ 原動機付自転車等二輪車安全運転教室の開催
ィ ベーシックライディングレッスンの開催
ゥ 「ドライバーズセミナー (シニアコース)」 の開催
醸転菫嚢食教菫爾燿覇褥

ア 自転車安全教育事業
イ 交通安全自転車大会の開催

(4)第185号

(一財)和歌山県交通安全協会は、

交通社会の実現のため、県民の皆様 |

(1)

(2)

(3)

(4)

等表彰式

交通安全功労者
。優良運転者等表彰

ゎかやまけん交通安全協会だより

ァ こどもを対象とした交通安全教室
イ 生徒を対象とした交通安全教室
ウ 高齢者を対象とした交通安全教室
工 企業・事業所等を対象とした交通安全教室
オ 交通安全体験ギャラリーを活用した交通安全教室

行政、民間、関係団体等が行う交通安全教育
・研修等を

支援するための孝
′

'育

用資機材の短期貸出し

(1)交 通安全施設整備管理事業
(2)こ ども 。高齢者安全対策事業
ァ こども安全対策  イ 高齢者安全対策

県交通安全年間スローガン シエアの部 佳作 思いやる 心と心で 事故はなし 子ども安全の日 毎月1日

県内の交通情勢を踏まえ、県警察、関係機関
・

こ役立ち・貢献する交通安全事業を積極的に行
い

(3)
ア

(4)

(1)
ア

ウ

(豊 )

(3)
(導 i

(慾 )

県証紙販売事業

写真 。物品販売事業

(3)

街頭啓発

運転免許言厳僚獅者言鷲習事業

運転免許証更新時講習事業  イ イ亭止処分者講習事業
違反者講習事業

菫遍警察事驀 :覺許 ':量管場所)事業

譲置糧葦饉認事警

蓮轟:菱鸞爾量事業

交達量轟の範理事難

幼児・児童に対する交通安全教室や自転車教室
の開催

バッテリーカー、当協会マスコツト
「ちゆういくん」の着ぐるみ

等を活用し、楽しく交通ルールを学べる施設
として事業を推進

令和8年 (2026年 )夏季号

団体と協力して、安全で安心な

ます。

交通安全こども自転車和歌山県大会

イ

関係団体への支援事業

協会事業をより広域的、効果的に行って
ぃくため、協

会事業の主旨
。目的に沿つた事業を展開する協力団体等

の事業推進に必要な財源の一部を補助

地域における交通安全活動のリーダーとし
て公安委員

会から委嘱を受け活動している
「地域交通安全活動推進

委員」に対して、道路交通法に基づく
「交通安全活動推

進センター」の指定を受けた機関として、必要
な技能と

矢日識の習得を図るための講習
・研修、連絡・調整を行う

など、委員の任務遂行を支援

交通事故相談事業

１

２

交通センター、田辺運転免許センター、新宮運転
免許セン

ターヘのレジスター設置による現金、クレジツト
カード、電

子マネー及び QRコードによる各種手数料の収納業務
を行う

１

２

和歌山県公安委員会の指定を受けた

★ 不日歌山県自動車学校   ★ ツト浜自動車学校
★ 御坊自動車学校     ★ 那智勝浦自動車教習所
を運営し、初心運転者等に対する教習

・指導を行い、交通

安全意識の高いドライバーの育成を図る。

また、公安委員会から運転免許取得者等教育 (高
齢者講習

等同等課程)の認定を受け、実技講習等を行い加齢
に伴う身体

機能の変化を自覚してもらうなど、安全運転
に配慮した請習を

イ子う

ァ 会員1憂待店制度   ィ カードケースの贈呈
ウ 入院見舞金事業

ア 委員会組織の効果的運営と,占動の活‖牛化
イ lE(副)安全運転管理蔀 苗習への言嵐|'1雨派遣
ウ 安全運転]ンテストの開催

2 交通安全教育事業

3 交通安全対策事業

令和 8年度 あらまし

4 受託事業

5 物品販売事業
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ランドセルカバー贈呈式

交通安全協会では、今春入学した県内の新一年生を

交通事故から守るため、こどもたちの親じめるパンダの

イラストが描かれた黄色いランドセルカバー (6,400枚 )
を和歌山県教育委員会を通じてプレゼントしました。

4月 6日から春の全国交通安全運動が始まり、 15日

までの 10日 間、各地で広報啓発活動を行い、交通事故
防止を呼びかけました。不□歌山市では、県庁前の広場に

おいて交通安全ボランティアやこの春から小学校に入学

する新 1年生の子どもたちなどが参加して行われました。

彊

洟

瞳

雛
一
議ヽ

(単位 :千円)

科  目  1令 和 8年度 科   目 令和 8年度

財 産 運 用 収 入 交通安全啓発事業 25,363

会 費 収 交通安全教育事業 3,941

受 言モ 料 収 284,2781 1交 通安全対策事業 9,215

ドライバーの皆
さん1

この策色い

ランドセルカバ
ーの

1年盤を見かけた
ら

より{嚢:しし`ほ脅騒
を

ぉ願ぃしますo

交通安全協会は、地域の交通事故を1件でも減少させ

るため、様々な交通安全活動を行つています。この活動

の支えになつているのが、会員の皆さまからの交通安全

協会費です。

羨饉運輸

塾ン鸞ス許の

蝠饉

‘

イ

ｖ

学 校 収 入 1584,83811受 託 事 業 1382,782

入

入

手 数 料 収 入 1 20,143 物 品 販 売 事 業

0 手数料収納事業

綺嗽

使 用 料 収 入

補 助 金 収 入

寄 付 金 収 入

繰 入 金 収 入

650

232,383

87 学

」土

管

747

879

569,854校 事 業

益 事 業

理  費

15,5721

物 品 販 売 収 入 97

68,666

金 22,861

232,383
之顆蓼羮竃羹

エユ積

積立金取崩収入 1  89,3711 1繰   出  金
ト

雑  収  入

当 期 収 入 計 1,332.263

9,4釧

535,180

1,867,443

予  備

当 期 支 出

当 期 収 支 差

計 1,332,263

額

__ち
"う
いくた

会員優待店制度や

入院見舞金制度などの特典があります。

費 0

0前期繰越収支差額

十

一

言

一

合

一

収

一

県交通安全年間スローガン ー般の部 イ圭作

こ
==」

申

正 三m

1次期繰望
収支差額 _[_535,1801

近畿交通安全デー 毎月15日

令和8年 春の拿□交通安全運動出発式

14,060

96,893

‐|.      1 _・ |‐     ・|■・ ‐‐      ・ ―   . _‐ ..._. ‐    ‐

収入の部

チヤイルド
オ
‐

》―卜の  |
■.■1賣出し

交濾安全『黄色いラン
撃` 1・ 和歌山県交通安全協会

ドセルカバー』贈量
和歌山県教育婆員会
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~″

買い物客に交通安全啓発

かつらぎ支部

買い物客に交通安全啓発

和歌山西支部

春の全国交通安全運動決起集会

有田湯浅支部

運転者 |

令和8年 (2026年)夏季号

橋本支部

買い物客に交通安全啓発

和歌山東支部

ランドセルカバー贈呈式

田辺支部

ランドセルカバー贈塁式

岩出支部

広報車で交通安全啓発

和歌山北支部

運転者に交通安全啓発

新宮支部白浜支部

ホームページ
http://wwwョwtsa口jp/

■

県立和歌山交通公園瘍利
li甫

バ7
ノ′
土 ´ 、

ひ、ノ

まつり

県交通安全年間スローガン 小学生以下の部 佳作 行 け る か も  点 め つ 信 号  そ れ 危 険   交通事故ゼロの日 毎月25日

交通事故を減らすため交通安全協会は幅広い活動をしています:
～あなたの交通安全協会会費が交通安全ボランテイアの活動を支えています～ |
|■1各支部め1交通安全,書動だょり■力26年春0全国交通安全運動な|どでのき発活動等)|■|  |

海南海草地区交通安全決起大会

海南支部

崎 ｆ
ヽ
・■
●
Ｌ

Ｌヽ
覇

|

日高地方交通安全大会

御坊支部

4■嘔
=相
な
=

「海簿海車地区交鷹安全決華大会」
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